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冬
の
特
集
展

「
震
災
遺
産
を
考
え
る
」

―
そ
れ
ぞ
れ
の
９
年
―

特集展紹介

　

東
日
本
大
震
災
と
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
９
年
が
経
ち
ま
す
。
し
か
し
、

福
島
で
は
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
た
め
に
、
い
ま
だ
に
被
災
地
で
の
避
難
生

活
が
続
い
て
い
ま
す
。
震
災
と
と
も
に
始
ま
っ
た
「
ふ
く
し
ま
の
経
験
」
は
い

ま
も
継
続
中
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
福
島
県
立
博
物
館
で
は
、
こ
の
災
害
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
震

災
遺
産
を
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
震
災
遺
産
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ご
し
て
き
た
時
を
共
有
し
ま
す
。

　

震
災
遺
産
は
博
物
館
で
収
蔵
す
る
こ
と
で
時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
と
な
り
、「
あ

の
時
」
を
強
烈
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
福
島
の
歴
史
を
残

し
て
い
く
大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
き
ま
す
。
9
年
前
に
止
ま
っ
た
ま
ま
の
時

間
を
少
し
進
め
る
た
め
に
、
今
、
私
た
ち
は
震
災
遺
産
に
関
す
る
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
「
震
災
遺
産
を
考
え
る
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

過
ご
し
て
き
た
9
年
を
共
有
し
、「
地
域
の
暮
ら
し
を
主
体
的
に
考
え
る
場
」
と

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
で
保
存
さ
れ
る
資

料
の
一
部
も
公
開
い
た
し
ま
す
。「
震
災
遺
産
を
考
え
る
」
で
は
震
災
復
興
に

か
か
わ
る
機
関
や
人
々
と
の
関
係
を
増
や
し
、
震
災
遺
産
を
通
じ
て
、「
地
域

の
暮
ら
し
を
主
体
的
に
考
え
る
場
と
な
る
」
こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
展
示
よ
り
も
、
内
容
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
今
年
の
特
集
展

「
震
災
遺
産
を
考
え
る
」
へ
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

	

（
震
災
遺
産
保
全
チ
ー
ム
：
筑
波
匡
介
）

展
示
内
容

「半杭牧場牛舎の牛がかじった柱」
レプリカ

「半杭牧場牛舎」（南相馬市）

「浪江町の新聞販売機」
放置され使われなかった期間に
蜂が巣をつくっていた

「浪江町の新聞販売店」
あの日、配達されずそのままに残された新聞の束
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特集展紹介

【
展
示
解
説
】

2
月
11
日（
火
・
祝
）、
2
月
22
日（
土
）、

3
月
7
日（
土
）、
11
日（
水
）、
20
日（
金
・
祝
）、

4
月
11
日（
土
）　

※
2
月
11
日
は
10
時
～
10
時
30
分

　

他
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
14
時

【
講
演
会
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
】

「
ひ
な
ん
暮
ら
し 

︱
過
去
・
現
在
・
未
来
︱
」

3
月
1
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
伊
藤
ま
り
氏

（
浪
江
町
か
ら
の
県
外
避
難
者
・　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
Ｅ
㉑
ジ
ャ
パ
ン
青
葉
代
表

）

　
　
　

内
山
大
介
（
当
館
学
芸
員
）

場
所
：
講
堂
・
企
画
展
示
室

【
防
災
講
座
】

「
楽
し
い
そ
な
え
」

3
月
20
日（
金
・
祝
）14
時
～
15
時

講
師
：
渡
邉
浩
二
氏

（
双
葉
町
か
ら
の
県
外
避
難
者
・　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
柏
崎

）

場
所
：
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

主　催：福島県立博物館
後　援：（公財）福島イノベーション・コースト構想推進機構
会　期：2020年2月11日（火・祝）～ 4月12日（日）
会　場：企画展示室
観覧料：無料

日
　
　
程

「避難所掲示物」（画像提供：伊藤まり氏）
明治大学での展示にて伊藤氏（3月1日講演会
講師）は、自身が書いた貼り紙を見つけた

「富岡は負けん！」（原資料：富岡町　ふたばいんふぉ所蔵）
がんばれではなく、自分自身に向けたメッセージ

「旧相馬女子高」
南相馬市民の避難所となり、臨時学級が開設された

「みんなの夢」
避難所内での臨時学級で、花見のときに書かれたもの

「浪江中学校」
避難所として利用されたまま残されていた
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企画展レポート

企　画　展
レ ポ ー ト

あ
に
ま
る
ず A

N
IM

A
L

×Zoo

 

―
ど
う
ぶ
つ
の
考
古
学

　

約
２
か
月
に
渡
っ
て
開
催
し
た
企
画
展
「
あ
に
ま
る
ず	A

N
IM
A
L

×Zoo	

︱
ど
う
ぶ
つ
の
考

古
学
」
は
、
11
月
17
日（
日
）を
も
ち
ま
し
て
閉
幕
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
観
覧
を
い

た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

展
覧
会
で
は
、
人
と
動
物
の
関
係
を
示
す
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
考
古
資
料
約
２
０
０
点

を
展
示
し
ま
し
た
。
北
は
青
森
県
、
西
は
兵
庫
県
の
広
い
範
囲
か
ら
資
料
を
お
貸
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
「
ど
う
ぶ
つ
た
ち
」
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
福
島
県
で
は
初
公
開
の
も
の

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
中
に
は
不
思
議
な
造
形
品
も
あ
り
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
ご
年
配
の

方
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
興
味
深
そ
う
に
、
時
に
は
微
笑
み
な
が
ら
観
覧
さ
れ
て
い

た
光
景
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会　
期
：
２
０
１
９
年
9
月
7
日（
土
）～
11
月
17
日（
日
）

氏
と
鷹
商
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
博
物
館
前
庭
に
舞
台
を
移
し
、
県
内
在
住
の
鷹
匠
さ
ん
に
よ
る
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。

一
口
に
タ
カ
と
い
い
ま
す
が
、
今
回
は
オ
オ
タ
カ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
、
ハ
リ
ス
ホ
ー
ク
の
3
羽

が
出
演
。
本
来
の
猟
期
は
11
月
中
旬
と
い
う
こ
と
で
、
タ
カ
に
と
っ
て
調
整
の
難
し
い
時
期
で
し

た
が
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
を
前
に
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
飛
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

生
き
物
と
人
間
が
一
体
と
な
っ
て
お
こ
な
う
「
鷹
狩
り
」
の
よ
う
な
技
は
、
人
間
だ
け
の
都
合

で
う
ま
く
い
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
カ
は
本
来
、
涼
し
い
高
山
で
暮
ら
し
て
い
る
生
き
物

で
す
の
で
、
今
年
の
猛
暑
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
崩
す
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
自
然
環
境
と

生
き
物
、
人
間
と
の
共
生
に
つ
い
て
実
感
す
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

	

（
考
古
分
野
：
高
橋
満
・
山
本
俊
）展示解説会のようす

双葉町清戸廹横穴VR体験
（特別協力：東北大学総合学術博物館）

縄文笛コンサート（出演：縄文笛毅さん）

鷹匠の高木利一さんとオオタカ

　

展
示
に
関
連
し
て
講
演
会
・
縄
文
笛

コ
ン
サ
ー
ト
・
映
画
会
・
清
戸
廹
横
穴

Ｖ
Ｒ
体
験
・
展
示
解
説
会
の
催
し
も
開

催
し
、
11
月
3
日（
日
・
文
化
の
日
）に

は
、
み
ち
の
く
愛
鷹
の
会
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
ミ
ニ
講
演
＆
実
演
「
会
津
の
空

に
鷹
が
舞
う
！　

鷹
狩
り
の
歴
史
と
鷹

匠
の
技
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
会
長
の
山
名
隆
弘
さ
ん
か

ら
、
鷹
狩
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
展
示
で
も
は
に
わ
人

の
腕
と
接
合
す
る
鳥
形
の
小
像
を
展
示

し
ま
し
た
が
、
日
本
に
お
け
る
鷹
狩
り

は
、
古
墳
時
代
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
大
き
く
広
が
り

を
見
せ
る
の
が
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸

時
代
初
期
で
し
た
。
と
く
に
会
津
蒲
生
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事業紹介

館
長
講
座
予
告

事業紹介・館長講座予告

ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
９
成
果
報
告
展 

福
島
か
ら
、「
い
の
ち
」と「
く
ら
し
」を
、考
え
る

　

２
０
１
１
年
以
降
、
福
島
で
起
き
た
こ
と
か
ら
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
は
、「
い
の

ち
」
と
「
く
ら
し
」
の
大
切
さ
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
福
島
か
ら
の
教
訓
と
し
て
み
な

さ
ん
と
考
え
、
共
有
し
、
未
来
に
残
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
繋
が

り
を
活
用
し
て
い
こ
う
。
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
ん
な
目
的
で
、

２
０
１
８
年
に
福
島
県
立
博
物
館
が
事
務
局
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
事
業
で
す
。

　

福
島
県
全
域
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
捉
え
、
各
地
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
福
島
県
西
部
の
山
間
地
・
奥
会
津
の
５
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
現
場
を
め
ぐ

る
こ
と
で
、
そ
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
現
在
の
福
島
の
課
題
を
考

え
る
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
奥
会
津
の
豪
雪
が
も
た
ら
す
豊
か
な
自
然
環
境
は
、
美

し
い
景
観
や
農
産
物
を
産
み
、
水
資
源
は
水
力
発
電
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
首

都
圏
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
化
、
過
疎
化
は
切
実
な
課
題
で
す
。
ツ
ア

ー
の
参
加
者
と
最
後
に
行
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ふ
る
さ
と
と
は
？
」「
豊

か
さ
と
は
？
」
を
考
え
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
奥
会
津
の
暮
ら
し
と
歴
史
は
、
福
島

の
被
災
地
の
復
興
の
参
考
に
な
る
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
行
っ
た
７
つ
の
ツ
ア
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と

学
び
、
考
え
た
こ
と
を
ご
紹
介
す
る
成
果
報
告
展
を
福
島
県
立
博
物
館
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

９
年
目
の
３
月
11
日
。

　

そ
の
時
間
に
向
か
い
な
が
ら
、
み
な
さ
ん
と
福
島
で
、「
い
の
ち
」
と
「
く
ら
し
」
を

考
え
る
場
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

	

（
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
：
小
林
め
ぐ
み
）

　

２
月
・
３
月
の
館
長
講
座
は
、
外
部
か
ら
ゲ
ス
ト
講
師

を
お
招
き
し
て
、
赤
坂
館
長
と
の
対
談
・
座
談
会
を
行
い

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

対
談
「
震
災
・
ア
ー
ト
・
地
域

	

北
川
フ
ラ
ム
×
赤
坂
憲
雄
」

日
時
：
2
月
21
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

会
場
：
講
堂　
申
込
不
要
・
無
料

講
師
：
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
　
　
赤
坂
憲
雄
（
当
館
館
長
）

＊
各
地
の
芸
術
祭
で
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
つ
と
め
、
ア
ー
ト

と
地
域
を
め
ぐ
る
現
場
を
見
つ
め
て
こ
ら
れ
た
北
川
フ

ラ
ム
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。
ま

た
東
日
本
大
震
災
は
そ
の
現
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
ま
す
。

座
談
会
「
福
島
県
立
博
物
館

	

こ
れ
ま
で
の
10
年
・
こ
れ
か
ら
の
10
年
」

日
時
：
3
月
19
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
：
講
堂　
申
込
不
要
・
無
料

講
師
：
佐
々
木
長
生
氏
（
福
島
県
民
俗
学
会
会
長
、元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　
竹
谷
陽
二
郎
氏

	

（
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　
森
幸
彦
氏
（
大
熊
町
役
場
教
育
総
務
課
文
化
財
担
当
、元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　
赤
坂
憲
雄
（
当
館
館
長
）

司
会
：
川
延
安
直
（
当
館
学
芸
課
長
）

＊
9
年
前
の
東
日
本
大
震
災
を
う
け
て
、
博
物
館
の
あ
り

方
も
問
い
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
当
館
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
３
名
の
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
活
動
の
根
底
に
あ

っ
た
想
い
を
う
か
が
い
ま
す
。
ま
た
一
歩
離
れ
た
今
だ

か
ら
こ
そ
言
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
当
館
に
求
め
る
も
の

を
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

スタディツアー「小さな博物館がつなぐ大きな奥会津」（11月9日・10日開催）の様子

　
　
　
　
　
会　
期
：
２
０
２
０
年
１
月
11
日（
土
）～
３
月
15
日（
日
）	

　
　
　
　
　
会　
場
：
福
島
県
立
博
物
館	

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
観
覧
料
：
無
料

　
　
　
　
　
主　
催
：
ラ
イ
フ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
行
委
員
会

平
成
31
年
度
地
域
と
共
働
し
た
博
物
館
創
造
活
動
支
援
事
業
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テーマ展紹介

テーマ展紹介

テーマ展紹介

祈
り
の
ふ
く
し
ま
３

山
口
弥
一
郎
の
み
た
東
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
期
：
２
０
１
９
年
12
月
14
日（
土
）～
２
０
２
０
年
2
月
2
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
場
：
常
設
展
部
門
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
覧
料
：
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

会
　
期
：
２
０
２
０
年

　
　
　
　
２
月
８
日（
土
）～
３
月
29
日（
日
）

会
　
場
：
常
設
展
部
門
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」

観
覧
料
：
常
設
展
料
金
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

福
島
県
立
博
物
館
が
収
蔵
す
る
信
仰
に
関
わ
る
作
品
を
ご
紹
介

す
る
恒
例
の
シ
リ
ー
ズ
「
祈
り
の
ふ
く
し
ま
」。
３
回
目
と
な
る

今
回
は
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
祈
り
の
か
た
ち
を
、
楽
し
く
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

　

信
仰
の
造
形
、
特
に
仏
教
美
術
に
は
様
々
な
約
束
事
が
あ
り
、

難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
人
々
の
多
様
な
信
仰
や

想
像
力
は
型
に
は
ま
ら
な
い
独
特
の
造
形
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
時
に
は
仏
さ
ま
、
神
さ
ま
が
融
合
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
存
在
や
、
個
性
的
な
聖
者
た
ち
が
信
仰
世
界
の
中
で
融
通
無
碍

に
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
姿
は
不
思
議
な
魅
力
や
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
々
が
思
い
描
い
た
聖
な
る
存

在
に
、
肩
肘
張
ら
ず
親
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

会
期
中
に
は
、「
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
仏
教
美
術
の
せ
か
い
～

仏
教
は
奇
跡
と
驚
き
に
み
ち
て
い
る
！
」
と
題
し
た
全
３
回
の
美

術
講
座
と
展
示
解
説
会
を
行
い
ま
す
（
12
月
21
日
、
１
月
11
日
、

１
月
25
日
）。
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

	

（
美
術
分
野
：
塚
本
麻
衣
子
）

　

山
口
弥
一
郎
と
い
う
人
物
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

明
治
35
年
に
旧
新
鶴
村
に
生
ま
れ
、
学
校
教
員
と
し

て
暮
ら
し
な
が
ら
東
北
各
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
理

学
・
民
俗
学
の
研
究
を
行
っ
た
人
で
す
。
そ
の
山
口

が
近
年
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
で
し
た
。
山
口
は
生
前

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
三
陸
地
方
を
中
心
に
東

北
各
地
を
歩
き
ま
わ
り
、
津
波
被
災
地
の
暮
ら
し
や

復
興
の
過
程
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
は
東
日
本

大
震
災
後
に
大
き
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
18
年
刊
行
の

著
書
『
津
浪
と
村
』
は
復
刊
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
学
校
の
先
生
と
し
て
の
山
口
は
、

後
輩
や
教
え
子
を
連
れ
な
が
ら
県
内
の
郷
土
研
究
を

推
進
し
ま
し
た
。
戦
前
の
い
わ
き
に
お
け
る
炭
鉱
集

落
の
研
究
を
は
じ
め
、
地
元
・
新
鶴
の
農
村
文
化
の

研
究
、
県
内
の
民
俗
芸
能
の
調
査
、
ダ
ム
に
水
没
し

た
村
や
廃
村
と
な
っ
た
集
落
の
調
査
な
ど
、
山
口
が

手
掛
け
た
仕
事
は
膨
大
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
展
で

は
、
残
さ
れ
た
調
査
研
究
の
資
料
か
ら
そ
の
人
生
と

学
問
を
振
り
返
り
ま
す
。

	

（
民
俗
分
野
：
内
山
大
介
）

会津女子高校郷土研究部顧問時代の山口弥一郎三陸津波調査関係のノート

「下総国千葉郷妙見寺大縁起」（相馬市・相馬妙見歓喜寺蔵　当館寄託）

「
維
摩
図
」
加
藤
遠
澤
筆
（
当
館
蔵
）

「
普
賢
菩
薩
像
」（
相
馬
市
・
相
馬
妙
見
歓
喜
寺
蔵　

当
館
寄
託
）
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当
館
で
は
２
０
２
０
年
度
春
に
「
ふ
く
し
ま
の
旅
」

と
題
す
る
企
画
展
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
展
示
内
容
は

本
頁
下
段
を
参
照
）。

　

本
展
の
開
幕
に
先
立
ち
、
企
画
展
先
取
り
講
座
「
ふ

く
し
ま
の
旅
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
講
座
は
展

示
を
準
備
す
る
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
や
展
示

予
定
の
資
料
に
つ
い
て
、
先
取
り
し
て
ご
紹
介
す
る
全

５
回
の
講
座
で
す
。
シ
リ
ー
ズ
の
講
座
で
す
が
、
ひ
と

つ
ひ
と
つ
独
立
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
好
き
な
回
だ
け
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
「
近
代
ふ
く
し
ま
交
通
網
の
整
備
と
旅
行
」

は
栗
原
学
芸
員
が
担
当
し
、
２
０
１
９
年
11
月
30
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
年
表
を
も
と
に
福
島
県
に
関
わ
る
鉄

道
・
道
路
の
歴
史
を
確
認
し
た
あ
と
、
具
体
的
な
事
例

と
し
て
磐
越
西
線
の
敷
設
や
観
光
地
と
し
て
の
飯
盛

山
・
若
松
城（
鶴
ヶ
城
）の
歴
史
、
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
の
開
通
を
取
り
上
げ
、
会
津
若
松
と
観
光
の
変
遷

を
辿
り
ま
し
た
。
鶴
ヶ
城
天
守
閣
再
建
や
磐
梯
吾
妻
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
を
覚
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
参
加
者
の
方
も
お
り
、
絵
葉
書
や
映
像

を
懐
か
し
み
な
が
ら
ご
覧
頂
い
た
よ
う
で
す
。
写
真
・

絵
葉
書
・
映
像
は
近
現
代
な
ら
で
は
の
資
料
で
す
の
で
、

企
画
展
に
お
い
て
も
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

２
～
３
月
に
行
う
第
３
回
以
降
も
様
々
な
資
料
や
旅

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い（
詳
細
は
最
終
頁	inform

ation	

を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

企画展予告

イベント紹介

ふ
く
し
ま
の
旅

歴
史
講
座

企
画
展
先
取
り
講
座

ふ
く
し
ま
の
旅

イベント紹介・企画展予告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　
期
：
２
０
２
０
年
４
月
29
日（
水・祝
）～
６
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　
場
：
企
画
展
示
室

「東北温泉案内記」（個人蔵）「摺上ノ深淵ト十網橋（絵葉書）」（当館蔵）

　

豊
か
な
自
然
や
美
し
い
名
勝
、
歴
史
の

舞
台
と
な
っ
た
史
跡
、
そ
し
て
訪
れ
る
者

を
癒
す
温
泉
…
。
こ
れ
ら
が
県
内
の
各
地

に
点
在
す
る
福
島
県
に
は
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
福
島

県
に
と
っ
て
、
観
光
業
は
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
産
業
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
本
展
は
福
島
県
の
近
現
代
を
観
光
・
交

通
の
視
点
か
ら
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

県
内
の
代
表
的
な
観
光
・
温
泉
地
の
古

写
真
や
絵
葉
書
、
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
鳥
瞰

図
、
旅
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
し
て
旅

人
を
運
ん
だ
鉄
道
関
係
資
料
。
こ
れ
ら
を

も
と
に
福
島
県
が
観
光
地
と
し
て
発
展
し

て
い
く
過
程
を
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
時

代
そ
れ
ぞ
れ
の
画
期
を
捉
え
な
が
ら
辿
り

ま
す
。
か
つ
て
の
旅
行
客
が
見
た
ふ
く
し

ま
は
、
ど
の
よ
う
な
景
色
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
本
展
を
観
る
と
、
史
跡
・
名
勝
・

温
泉
め
ぐ
り
が
よ
り
一
層
楽
し
め
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
春
の
お
出
掛
け
と
あ
わ
せ

て
、
ぜ
ひ
本
展
に
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

	

（
歴
史
分
野
：
栗
原
祐
斗
）

「
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン（
絵
葉
書
）」（
当
館
蔵
）

「
岩
越
鉄
道
名
勝
案
内
」（
当
館
蔵
）
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information

震
災
遺
産
を
考
え
る
︱
そ
れ
ぞ
れ
の
９
年
︱

2
月
11
日（
火
・
祝
）～
4
月
12
日（
日
）

■
講
演
会
＆
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
な
ん
暮
ら
し
︱
過
去
・
現
在
・
未
来
︱
」

	

（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
・
企
画
展
示
室
）

3
月
1
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
伊
藤
ま
り
氏

（
浪
江
町
か
ら
の
県
外
避
難
者　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
Ｅ
㉑
ジ
ャ
パ
ン
青
葉
代
表

）

　
　
　

内
山
大
介
（
当
館
学
芸
員
）

■
防
災
講
座

「
楽
し
い
そ
な
え
」（
申
込
不
要
、
無
料
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

3
月
20
日（
金
・
祝
）14
時
～
15
時

講
師
：
渡
邉
浩
二
氏

（
双
葉
町
か
ら
の
県
外
避
難
者　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
柏
崎

）

■
展
示
解
説
会
（
申
込
不
要
、
無
料
、
企
画
展
示
室
）

2
月
11
日（
火
・
祝
）、2
月
22
日（
土
）、

3
月
7
日（
土
）、11
日（
水
）、20
日（
金
・
祝
）、

４
月
11
日（
土
）

※
２
月
11
日
は
10
時
～
10
時
30
分

　

他
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
14
時

講
師
：
当
館
学
芸
員

【
歴
史
講
座
】

企
画
展
先
取
り
講
座
「
ふ
く
し
ま
の
旅
」

 

（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

③
2
月
1
日（
土
）「
い
い
湯
だ
な
～
会
津
東
山
の
今
と
昔
」

④
2
月
15
日（
土
）「
災
害
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

⑤
3
月
28
日（
土
）

 

「
旧
盆
の
帰
省
と
小
旅
行
︱
郡
山
か
ら
若
松
へ
︱
」

各
日　

13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
③
高
橋
充
（
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

④
筑
波
匡
介
（
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

⑤
佐
藤
洋
一
（
当
館
学
芸
員
）

【
民
俗
講
座
】

ミ
ニ
映
画
会
「
ふ
く
し
ま
の
技
と
祭
り
」

 

（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

③
1
月
19
日（
日
）「
か
ら
む
し
と
麻
」

④
2
月
16
日（
日
）「
奥
会
津
の
元
山
と
番
匠
」

⑤
3
月
15
日（
日
）「
鶏
足
神
社
の
浜
下
り
行
事
」

各
日　

10
時
30
分
～

【
美
術
講
座
】

「
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
仏
教
美
術
の
せ
か
い
」

（
申
込
不
要
、要
常
設
展
チ
ケ
ッ
ト
、視
聴
覚
室
・
部
門
展
示
室 

歴
史
・
美
術
）

②
1
月
11
日（
土
）「
絵
巻
物
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

③
1
月
25
日（
土
）「
聖
者
の
イ
メ
ー
ジ
」

各
日　

13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
塚
本
麻
衣
子
（
当
館
学
芸
員
）

【
保
存
科
学
講
座
】

★「
博
物
館
の
舞
台
裏
」

 
（
要
申
込
、
定
員
15
名
、
無
料
、
視
聴
覚
室
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）

2
月
29
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
杉
崎
佐
保
惠
（
当
館
学
芸
員
）

＊
要
申
込
の
行
事
は
基
本
的
に
開
催
日
の
1
ヶ
月
前
か
ら

募
集
を
開
始
し
ま
す
（
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）。電
話
も
し
く
は
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
そ
の
他
、
行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、
月
行
事

予
定
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1
～
3
月
の
休
館
日

1
月
1
日（
水
）・
2
日（
木
）・
3
日（
金
）・
4
日（
土
）・

　
　

6
日（
月
）・
14
日（
火
）・
20
日（
月
）・
27
日（
月
）

2
月
3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・
25
日（
火
）

3
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）・
16
日（
月
）・
23
日（
月
）・

　
　

30
日（
月
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
福
島
県
立
博
物
館

〒965-0807 

会
津
若
松
市
城
東
町1-25

Tel 0242-28-6000　

Fax 0242-28-5986
H

P https://general-m
useum

.fcs.ed.jp
M

ail general-m
useum

@
fcs.ed.jp

inform
ation

特
集
展

テ
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展
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展

講
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・
実
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他

企
画
展
示
室
　
無
料

部
門
展
示
室
　
常
設
展
料
金

部
門
展
示
室
　
常
設
展
料
金

★
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館
だ
よ
り
　
135号

　
2019年

12月
26日

発
行
　
編
集
・
発
行
：
福
島
県
立
博
物
館
　
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
：
株
式
会
社
ア
ポ
ロ

祈
り
の
ふ
く
し
ま
３

～
2
月
2
日（
日
）

部
門
展
示
室 

歴
史
・
美
術

古
い
道
具
と
昔
の
く
ら
し

　
　
　
　
　
︱
つ
く
る
・
き
る
・
あ
ら
う
︱

～
3
月
4
日（
水
）

【
館
長
講
座
】（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

「
風
土
の
旅
学
︱
東
北
編
」
⑩「
つ
げ
義
春
」

1
月
17
日（
金
）13
時
30
分
～
14
時
30
分

講
師
：
赤
坂
憲
雄
（
当
館
館
長
）

対
談
「
震
災
・
ア
ー
ト
・
地
域

	

北
川
フ
ラ
ム
×
赤
坂
憲
雄
」

2
月
21
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

特
別
講
師
：
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

　
　

講
師
：
赤
坂
憲
雄
（
当
館
館
長
）

座
談
会
「
福
島
県
立
博
物
館

	

こ
れ
ま
で
の
10
年
・
こ
れ
か
ら
の
10
年
」

3
月
19
日（
木
）13
時
30
分
～
15
時
30
分

講
師
：
佐
々
木
長
生
氏
（
福
島
県
民
俗
学
会
会
長
、
元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

竹
谷
陽
二
郎
氏

 

（
磐
梯
山
ジ
オ
パ
ー
ク
協
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

森
幸
彦
氏

 

（
大
熊
町
役
場
教
育
総
務
課
文
化
財
担
当
、
元
当
館
学
芸
員
）

　
　
　

赤
坂
憲
雄
（
当
館
館
長
）

【
考
古
学
講
座
】

★「
勾
玉
・
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う
」

 

（
要
申
込
、
定
員
20
名
、
３
０
０
円
、
実
習
室
）

3
月
21
日（
土
）10
時
～
15
時

講
師
：
田
中
敏
、
平
澤
慎
（
当
館
学
芸
員
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

「
会
津
の
彼
岸
獅
子
」（
申
込
不
要
、無
料
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

3
月
8
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

出
演
：
本
滝
沢
獅
子
舞
保
存
会
の
み
な
さ
ん

「
博
物
館
で
も
読
み
聞
か
せ
　
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
」

 

（
申
込
不
要
、
無
料
、
体
験
学
習
室
）

1
月
11
日（
土
）11
時
～
11
時
30
分

講
師
：
会
津
大
学
短
期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科
の
み
な
さ
ん

講
演
会
「
よ
み
が
え
る
荘し

ょ
う
ご
ん厳の

彩
り
」

 

（
申
込
不
要
、
無
料
、
講
堂
）

３
月
14
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

講
師
：
仲
裕
次
郎
氏
（
一
世
保
存
修
復
研
究
所
）

山
口
弥
一
郎
の
み
た
東
北

2
月
8
日（
土
）～
3
月
29
日（
日
）

部
門
展
示
室 

歴
史
・
美
術


